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１．研究計画の概要 

 

第一次世界大戦時～第二次世界大戦時の
若い女性向けの雑誌の中から主要なものを
選び、作品の一覧を作成し、テーマの傾向を
外観する。その中から、特に「市民意識」、「キ
ャリア」を意識したものを抽出し、精読、分
析する。雑誌は主に、第一次世界大戦前から
多くの読者を集めていた Girl’s  Own 
Paper 、を扱う。また当時の女性のキャリア、
戦時活動についての実態を知るため関連資
料、写真週刊誌 Picture Post: Hulton’s 
National Weekly の該当する期間に関して閲
覧、分析する。 

  

２．研究の進捗状況 

以上の資料については、主に敬和学園大学、
梅花女子大学、中央大学、ロンドンのブリテ
ィッシュ・ライブラリー、帝国戦争博物館
（Imperial War Museum）にて閲覧し、適宜、
コピーまたはパソコンによる入力などで必
要箇所の収集を行い、ある程度まとまった量
の資料を集めることができた。また Picture 
Post: Hulton’s National Weekly に関して
は、特に当時の女性の実態、またその表象に
関する分析を進め、研究成果を報告している。 
 

３．現在までの達成度 

③おおむね順調に進展している。 

 （理由） 

Ｈ20～22 年度において、上記の女性向け雑
誌の閲覧、収集を行った。当初、他にも収集
を予定していた雑誌などがあったが、時代が
古く、まとまった冊数を閲覧できる図書館も
限られているため、主に Girl’s Own Paper、
そして Picture Post: Hulton’s National 

Weekly に絞り、資料収集、分析を進めてい
る。前者についての精読・分析の一部はすで
にＨ22 年度日本英文学で発表したが、更なる
研究成果を本年度進める必要がある。当時の
の女性たちがジャーナリズムでどのように
表象されていたのかを考えるため、写真週刊
誌 Picture Post: Hulton’s National Weekly
の該当する期間に関して閲覧、分析し、ある
程度まとまった研究成果を『敬和学園大学人
文社会科学研究所年報』で発表した。 
 

４．今後の研究の推進方策 
 収集した資料の分析を早急に進め、分析し
た結果について論文にまとめ研究成果を報
告する。また、資料に関するデータや分析結
果をウェブサイトなどで公開し、広く関連分
野で使用可能な状態にしたいと考えている。 
 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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